
KANAGAWA

第16号　　　平成18年 9月30日

通
常
展
示資

料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
五
月
十
八
日
～
八
月
三
一
日

　

今
年
で
七
回
目
と
な
っ
た
通
常
展
示

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」
で
す
が
、

多
く
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
き
無
事
最

終
日
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
絵
図
類
を
多
く
使
用

し
、
文
字
以
外
の
資
料
か
ら
も
、
神
奈
川

の
歴
史
を
概
観
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
い
た
し
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。
中
世
の
資
料
は
「
禁
制
」

や
「
制
札
」
と
い
っ
た
幕
府
や
戦
国
大
名

が
治
安
維
持
の
た
め
に
出
し
た
文
書
を
集

め
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特

徴
が
よ
く
表
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
期
の
資
料
で
は
新
規
に
寄
託

さ
れ
た
資
料
（
松
本
村
金
子
家
文
書
）
や

初
公
開
資
料
（
旗
本
大
澤
家
文
書
／
寄
託

な
ど
）
を
数
多
く
紹
介
し
ま
し
た
。
な
お

「
絵
図
」
に
関
し
て
は
、
今
年
度
第
三
回

企
画
展
示
と
し
て
、
「
絵
図
に
み
る
か
な

が
わ
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
現
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
に
新
し

い
資
料
の
発
掘
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
大
き
く
戦
前
か
ら
戦
中
そ
し
て

戦
後
に
分
け
、
五
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

戦
前
～
戦
後
で
は
、
神
奈
川
県
誕
生
の

資
料
、
関
東
大
震
災
の
記
録
、
疎
開
・
空

襲
関
係
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に

震
災
関
係
と
空
襲
・
疎
開
関
係
は
、
何
回

か
来
館
さ
れ
た
地
元
の
中
尾
小
学
校
の
子

供
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
公
文
書
館

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
展
示
開
催

の
一
つ
の
成
果
に
成
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
復
興
期
に
お
け
る
福
祉
・
衛

生
関
係
と
厚
木
基
地
問
題
に
つ
い
て
の
資

料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
福
祉
・
衛
生
関
係

に
つ
い
て
は
、
先
頃
話
題
と
な
り
ま
し
た

「
ら
い
病
」
関
係
の
資
料
も
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
厚
木
基
地
問
題
に
つ
い
て
は

特
に
若
い
人
か
ら
の
反
響
が
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

今
回
見
学
さ
れ
た
多
く
の
方
々
か
ら

「
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
良
い
の
で

は
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
展
示
内
容
の
充
実
と
と
も

に
、
公
文
書
館
事
業
の
柱
で
も
あ
る
「
資

料
の
利
用
」
を
促
進
す
る
た
め
に
、
広
報

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「下笹下三ヶ村絵図面」金子家文書（寄託）

陳情書（未亡人援護の件）
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ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

戦
前
期
社
会
教
育
関
係
資
料

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
七
月
十
三
日
～
八
月
三
一
日

　

平
成
十
八
年
七
月
十
三
日
か
ら
八
月
三

一
日
ま
で
、
ホ
ー
ル
内
の
ケ
ー
ス
で
ミ
ニ

展
示
「
戦
前
期
社
会
教
育
関
係
資
料
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
戦
前
期
の

社
会
教
育
（
当
時
は
通
俗
教
育
）
の
資
料

を
用
い
て
、
戦
後
の
社
会
教
育
の
先
駆
け

と
な
る
戦
前
期
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
九
月
二
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
企
画

展
「
か
な
が
わ
の
青
少
年
」
に
つ
な
げ
る

の
が
狙
い
で
し
た
。

　

こ
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、 

二
つ
の
テ
ー
マ

を
置
い
て
展
示
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

① 

「
青
年
訓
練
所
関
係
資
料
」
、 

② 

「
成

人
教
育
・
職
業
教
育
関
係
資
料
」
が
そ
の

テ
ー
マ
で
す
。

　

 

「
青
年
訓
練
所
関
係
資
料
」
で
は
、
大

正
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
青
年
訓
練
所
に

つ
い
て
、
そ
の
教
科
内
容
の
詳
細
や
具
体

的
な
教
練
予
定
表
及
び
、
出
席
率
の
低
下

に
伴
う
出
席
奨
励
に
関
す
る
資
料
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

 

「
成
人
教
育
・
職
業
教
育
関
係
資
料
」

で
は
、
未
就
学
者
を
対
象
に
実
生
活
に
必

要
な
知
識
・
技
能
を
授
け
た
成
人
教
育
講

座
と
、
昭
和
初
年
に
叫
ば
れ
た
児
童
生
徒

の
個
性
を
尊
重
し
た
職
業
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
青
年
訓
練
所
や
成
人
教
育
講
座
を

は
じ
め
と
し
て
、
戦
前
期
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
戦
局

が
急
を
告
げ
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
内
容
は

戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の
国
威
発
揚
的
な

教
育
へ
と
変
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

当
館
に
は
戦
前
期
社
会
教
育
に
関
す
る

資
料
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
資
料
に
つ
い

て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
書
簡

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
五
月
一
〇
日
～
六
月
三
〇
日

　

平
成
十
八
年
度
第
一
回
の
ミ
ニ
展
示
は
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
で
活
躍
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

サ
ト
ウ
は
一
八
四
三
年
ロ
ン
ド
ン
郊
外

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
八
歳
の
と
き
に
通

訳
生
と
し
て
来
日
し
、
生
麦
事
件
や
薩
英

戦
争
な
ど
立
て
続
け
に
大
き
な
事
件
と
遭

遇
し
ま
す
。

　

一
八
六
六
年
に
匿
名
で
発
表
し
た
私
的

な
論
説
は
、『
英
国
策
論
』
と
し
て
販
売
さ

れ
、
趨
勢
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

一
つ
の
国
家
の
時
代
が
か
わ
っ
て
い
く

巨
大
な
う
ね
り
の
中
に
身
を
お
い
た
青
年

は
、
後
年
こ
の
時
を
ふ
り
返
り
「
人
生
で

最
も
活
気
に
満
ち
た
時
代
」
と
記
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
書
簡
は
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）

十
一
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス

の
命
令
で
、
兵
庫
開
港
と
大
坂
市
場
開
設

の
視
察
の
た
め
大
坂
に
到
着
し
た
サ
ト
ウ

が
、
薩
摩
藩
士 

吉
井
幸
輔
に
来
訪
を
願
っ

た
書
簡
で
す
。
サ
ト
ウ
は
幕
府
側
、
反
幕

府
側
と
も
に
関
係
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
書
簡
か
ら
は
、
反
幕
府
勢
力
と
の
つ

な
が
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

「エルネスト（アーネスト）・サトウ書簡」 　山ロコレクション（寄贈）
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ミ
ニ
展
示

井
伊
直
弼
の
書
簡

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
九
月
十
三
日
～
一
〇
月
二
九
日

　

平
成
十
八
年
度
第
三
回
の
ミ
ニ
展
示
は
、

幕
末
の
大
老 

井
伊
直
弼
の
書
簡
を
紹
介

し
ま
す
。

　

井
伊
直
弼
は
、
十
一
代
彦
根
藩
主
井
伊

直
中
の
十
四
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
が
、

世
継
で
あ
っ
た
兄
の
死
に
よ
り
彦
根
藩
世

子
と
な
り
、
後
に
幕
府
の
大
老
を
務
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
開
国
や
将
軍
継
嗣
の
問

題
を
め
ぐ
る
対
立
の
末
に
起
き
た
安
政
の

大
獄
で
恨
み
を
買
い
、
江
戸
城
桜
田
門
外

で
水
戸
浪
士
ら
に
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
は
、
直
弼
か
ら
三
条
実
万
に

あ
て
た
も
の
で
す
。
井
伊
家
と
三
条
家
は

親
密
な
間
柄
で
、
直
弼
と
実
万
の
関
係
も

円
満
で
し
た
。
こ
の
書
簡
で
も
、
直
弼
の

元
を
訪
れ
た
実
万
に
対
し
、
直
弼
は
厚
い

感
謝
を
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
開
国

や
将
軍
継
嗣
の
問
題
で
二
人
は
疎
隔
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

実
万
は
安
政
の
大
獄
の
直
接
の
原
因
と

な
っ
た
戊
午
の
密
勅
降
下
に
関
与
し
、
安

政
の
大
獄
時
に
出
家
・
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、

そ
の
後
病
没
し
ま
す
。

　

こ
の
書
簡
は
、
ま
だ
両
家
の
間
柄
が
良

好
で
あ
っ
た
こ
ろ
を
忍
ば
せ
ま
す
。

「井伊直弼書簡」 　山ロコレクション（寄贈）

所

蔵

資

料

紹

介

◆
歴
史
的
公
文
書

 

「
昭
和　

年　

防
災
関
係
綴
（
鶴

見
列
車
事
故
）」（30-4-3-801

）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
）
に
発
生
し
た
鶴
見
事
故
に

関
す
る
公
文
書
で
す
。

　

鶴
見
事
故
は
昭
和
三
八
年
十
一
月
九
日

の
午
後
九
時
五
〇
分
頃
、
横
浜
市
鶴
見
区

生
麦
町
の
国
鉄
（
当
時
）
横
須
賀
線
で
発

生
し
た
列
車
事
故
で
、
死
者
一
六
一
名
、

重
軽
傷
者
七
九
名
と
い
う
大
惨
事
で
し
た
。

　

事
故
の
詳
細
は
、
最
初
に
貨
物
列
車
の

後
尾
貨
車
三
両
が
脱
線
し
、
隣
の
東
海
道

線
軌
道
上
に
転
覆
し
ま
す
。
同
じ
時
刻
に

横
須
賀
線
下
り
列
車
が
貨
物
列
車
の
事
故

を
確
認
し
事
故
附
近
に
停
車
し
ま
す
。
し

か
し
、
一
分
後
に
横
須
賀
線
上
り
列
車
が

貨
車
に
衝
突
し
、
さ
ら
に
停
車
し
て
い
た

下
り
列
車
に
も
乗
り
上
げ
た
こ
と
で
被
害

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

鶴
見
事
故
は
三
河
島
事
故
や
桜
木
町
事

故
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
戦
後
の
大
規
模
な

国
鉄
の
電
車
事
故
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
資
料
は
、
県
企
画
調
査
部
防
災
消
防

課
や
県
警
か
ら
国
へ
提
出
さ
れ
た
事
故
報

告
書
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故

発
生
時
に
被
害
者
の
救
出
・
遺
体
の
搬
送

に
尽
力
し
た
地
元
自
治
会
・
消
防
団
へ
の

表
彰
に
関
す
る
文
書
や
、
事
故
現
場
の
写

真
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
館
に
は
図
書
資
料
と
し
て

『
東
海
道
本
線
鶴
見
列
車
事
故
技
術
調
査

委
員
会
報
告
』
（Ｋ

6
8
6
-
0
-
0
0
9
4

）
や
、

写
真
資
料
の
「
鶴
見
事
故
協
力
者
表
彰
」

（
広
報
課
撮
影
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
通
し
て
鶴
見
事
故
の

全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ね
つ
む
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 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

会
議
室
→
ど
な
た
で
も
自
由
に
申
込
み
で

き
ま
す
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
六
号
）

平
成
十
九
年
九
月
三
〇
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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展
示
の
ご
案
内

★
企
画
展
示

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
青
少
年
」

　

九
月
二
七
日
水
～
十
一
月
二
六
日
日

 

・ 

「
絵
図
に
み
る
か
な
が
わ
」

　

一
月
二
四
日
水
～
三
月
十
一
日
日

★
ミ
ニ
展
示

 

・ 

「
井
伊
直
弼
の
書
簡
」

　

九
月
十
三
日
水
～
一
〇
月
二
九
日
日

 

・ 

「
神
奈
川
県
特
高
関
係
資
料
」

　

十
一
月
十
一
日
土
～
十
二
月
二
四
日
日

 

・ 

「
周
布
公
平
（
神
奈
川
県
第
十
九
代
知

　

事
）
の
書
簡
」

　

一
月
一
〇
日
水
～
二
月
二
八
日
水

★
常
設
展
示

　

四
月
十
六
日
日
～
三
月
三
一
日
土

 

・ 

「 

〈
郡
役
所
〉
の
時
代
」

 

・ 

「
相
模
原
〈
軍
都
〉
計
画
」

 

・ 

「
戦
後
の
京
浜
臨
海
部
」

 

・ 

「
陸
奥
宗
光
の
書
簡
」

 

・ 

「
佐
久
間
象
山
の
書
簡
」

講
座
の
ご
案
内

 

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

十
二
月
三
日
日　

中
井
町

 

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
四
日
日
～
三
月
十
一
日
日
の
二
月

　

十
一
日
を
除
く
各
日
曜
日
及
び
二
月
一

　

〇
日
土 

（
全
六
回
）

子どもの教育は
　　　　あいさつから

地域の安全・安心も
　　　　あいさつから

コミュニケーションも
　　　　あいさつから

神
奈

川
あいさつ一新

運
動

ー
元
気
な
あ
い

さ
つで

明るい地域社会
を
つ
く
ろ
う
ー

いっし
ん

所

蔵

資

料

紹

介

●
古
文
書
資
料

石
井
家
文
書
（
寄
託
資
料
）

　

津
久
井
郡
藤
野
町
沢
井
石
井
達
也
氏
宅

に
伝
来
し
た
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
か

ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
至
る
古

文
書
で
す
。
当
家
は
、
六
郎
兵
衛
を
名
乗

り
石
井
源
左
衛
門
家
と
共
に
江
戸
時
代
初

期
か
ら
沢
井
村
名
主
を
務
め
て
き
た
家
柄

で
文
書
群
構
成
も
旧
沢
井
村
名
主
・
戸
長

文
書
が
中
心
で
す
。
文
書
内
容
は
、
近
世

村
落
と
し
て
の
成
立
と
展
開
、
村
人
達
の

生
活
様
相
を
知
る
史
料
で
あ
り
、
御
林
山

の
立
ち
枯
れ
調
査
報
告
や
伐
採
積
出
書
上

等
は
山
村
な
ら
で
は
の
林
野
文
書
で
す
。

ま
た
、
当
家
の
文
書
か
ら
次
の
事
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
沢
井
村
は
、
山
間
と

は
い
え
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
戸
数

八
二
軒
、
男
二
四
四
、
女
二
〇
八
人
の
集

落
で
し
た
。
女
性
の
総
数
が
少
な
い
け
れ

ど
こ
の
年
七
〇
歳
以
上
の
男
女
数
は
、
男

八
人
に
対
し
女
十
八
人
で
あ
り
女
性
の
方

が
長
寿
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
り
ま
す
。
ち

な
み
に
最
高
齢
は
女
性
の
八
八
歳
次
は
男

の
八
五
歳
で
す
。
村
民
の
生
活
は
、
農
業

の
合
間
の
仕
事
と
し
て
男
は
秣
・
薪
・
肥

や
し
の
支
度
、
柏
材
の
炭
焼
き
、
女
は
養

蚕
・
京
お
ど
り
紬
の
織
物
を
し
て
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
他
に
労
働
の
担
い
手
と
し

て
馬
（
二
〇
疋
）
が
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

掲
出
写
真
は
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て

半
世
紀
後
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の

文
書
で
す
。
江
戸
時
代
前
期
、
農
民
が
家

督
以
外
に
ど
の
様
な
名
前
を
持
っ
て
い
た

か
を
知
る
貴
重
な
文
書
で
す
。
か
ま
・
た

ん
等
の
名
は
男
女
と
も
使
用
し
て
お
り
、

共
通
使
用
例
と
し
て
他
に
け
さ
・
み
や
・

た
つ
・
さ
る
等
の
名
も
あ
り
ま
す
。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

（ ）




